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第１章製図の基礎
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第１率製図の基礎１．１製図の意義と規格

鑿Ｉｉ iii蕊iii蕊i蕊鑿議鑿蝋

（１）製図作成者の心得

図面は見る人，使う人のためのもので，決して製図をする人のためのもので

はありません。だれが（Who)，いつ（When)，どこで（Where）見ても内容

がわかり，製品が作れるものであることが必要です。最近では，我が国の工業

の国際化により，３Ｗ（Who,When,Where）が重要になってきました。

製図する際には，図面が具備しなければならない基本要件をもとにおこない

ます。すなわち，ただ作ればよいという図面から厳密に“図面”を位置付け，

製図をおこなう者の意識を喚起したものといえます。つぎにそれを示します。

①対象物の図形とともに，必要とする大きさ・形状，姿勢，位置の情報を

含むこと。必要に応じて，さらに面の肌・材料・加工方法などの情報を含むこ
と。

②①の情報を明確，かつ理解しやすい方法で表現していること。

③あいまいな解釈が生じないように，表現上の一義性をもつこと。

④、技術の各分野の交流の立場から，できるだけ広い分野にわたり整合性・

普遍性をもつこと。

⑤貿易及び技術の国際交流の立場から，国際性を保持すること。

⑥マイクロフイルム撮影などを含む複写及び図面の保存・検索・利用が確

実にできる内容と様式を備えること。

さて，“製図とは，図面を作成すること”とあるように，製図は自身で体験

をもたないと，なかなか理解しにくい学問です。そのためには，つぎにあげる

ことに留意の上，根気よく学習を進めていくことが大切です。

。第１に正確に，第２に速く、第３にきれいに図面を作成する。

。規格のあるものについては，すべて規格（JIS）を参考にする。すなわ

ち､ＪＩＳに習熟する。
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D･企山

bか月目学習］

（２）製図の規格

図面は，設計者の考えを製作者に完全に伝える役目をもっていますから，図

面の内容が誤りなく読み取られるように，一定の取り決め，いわゆる規格のも
とに作成しなければなりません。そのため，各国ではそれぞれ製図についての

規格を定め，その規格に基づいて製図がなされています。

我が国では，昭和24年（1949年）に，現在施行されている日本工業規格

(JIS：JapaneseIndustrialStandard）が誕生して，現在では表１に示すように
日本の工業を土木及び建築Ａから情報処理Ｘまで18の部門に分類して，それ
ぞれの部門ごとに標準化の主旨に沿って規格化しています。そして，これらの
各部門にまたがる共通的なものを，その他(Z)に整理しています。

表１日本エ業規格（J1S）の部門分類

iilfji門識|;鞠噸繊蕊|灘i1r寵iｌ鑑識灘#鱗
qJ-RH

［￣■

Ａ 土木及び建築

一般機械

Ｍ 鉱山
|目 機械

彌気繩

車
道

舶

鋼

金属

学

維

Ｐ パルプ及び紙

管理システムＣ i肝鰐及び繭

自動

鉄
船

Ｑ

、 Ｒ 窯業

日用品

医療安全用具
航空

情報処理

ＩＤ §

Ｆ Ｔ

Ｇ

鉄
非
化
繊

Ｗ

鉄Ｈ Ｘ

Ｋ Ｚ その他
Ｌ

製図規格には，ＩＳＯ（国際標準化機構：InternationalOrganizationfor

Standardization）との整合をはかったJISZ8300シリーズがあり’これらの規
格は鉱工業全般における図面について標準化されたものです。

ＪＩＳＺ８３００シリーズのうち，機械製図だけに絞って規定したのが機械製図
(JISBOOO1）です。ほかに，土木製図には土木製図通則（JISAO101）があり，
建築製図には建築製図通則（JISAO150）があります。

1998年，1999年にJISZ8300シリーズ規格の国際一致規格として改正作業が
進展したため，これらとの整合をはかって，機械製図（JISBOOO1）が2000年
３月に改正されました。即
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第１章製図の基礎１．１製図の意義と規格
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●

表２は，製図に関連するおもな日本工業規格を示したものです。
表２製図に関連するおもなＪｌＳ

mljliil鱗 蝋|鯛格誓鳥？
ＣＡＤ機械製図lJISB3402

歯車製図

ばね製図
JＩＳＢＯＯＯ３

￣￣…'111Ｗ'’１／ｗｗＩｅｊ山vﾉ悴八Ｊ上･△｡｡｣ＬｒｃＡｊ「tJL髪｜凶 lJISBOOO4
製図一表示の一般原則一JISZ8312製図一転がり軸受一 lJISBOOO5
製図一文字－

１１５２８３１３辮辮図鰯雲週関i繍冒ii輌蕊WiiiiX《；
製図一尺度一JISZ8314図記号通則JISZ8250
製図一投影法一JISZ8315製図一配管の簡略図示方法一JISBOO11
蕊鵜繼遡if1墾璽Z7項噸鍬幡i騨駕溶接記号JISZ3021
製図一図形の表し方の原則一JISZ8316歯車記号ＪＩＳＢＯ１２１
製図一寸法記入方法一JISZ8317加工方法記号JISBO122
躯-儲寸IiiRWiifrltiの禰鵬8入旅一JISZ8318M触躯ｼｽﾃﾑ〃儲-噸訊銅躯一ＪＩＳＢＯ１２５
製品の釧雛鵬一幾舩議示ｶ式一JISBOO21転がり軸受用量記号ＪＩＳＢＯ１２４
幾何公差のためのデータムJISBOO22電気用図記号JISCO617
製品の納雛雌-菰IMAの脈雄一JISBOO31柵内電気設備の配線用図記号JISCO303
鍵埜i：､ｊ塗蕊FU7iiF;i;鋼溌jl醗彌;１計装用記号JIsz8204
土木製図通則JISAO101工程図記号JISZ8206
建築製図通則JISAO150真空装置用図記号JISZ8207
機械製図JISBOOO1化学プラント用配管図記号JISZ8209

歯車記号
加工方法記号

JISBO12］

JＩＳＢＯ１２２

簔篝i鰯雲

４

■
」

#規格;醗号i：

;《籍?蝋鱒
懸蝉Ii諏親i:;電N1f鍼.名ｼ灘；|iii：蕊iM輪

ＣＡＤ機械製図
《:規格番号:）
JISB3402

袈｜送｜総則 JISZ8310 塩:翫｛く機械:要i素〃国》関＃謙:患
袈凶一製図用語一

鰯総鱗瀧鶏fii螺H的＃露;､項iI戯$；

JISZ8114

賎:'mat砿:?罫ii鴬

製凶一ねじ及びねじ部品一

歯車製図

JＩＳＢＯＯＯ２

JＩＳＢＯＯＯ３
製凶-蝿１Ｍ紙のｻｲｽﾞH姻耐の|試一 [ＳＺ８３１１ はね製図 JＩＳＢＯＯＯ４
製図一表示の一般原則一 [ＳＺ８３１２ 製図一転がり軸受一 JＩＳＢＯＯＣ
製図一文字一 [ＳＺ８３１３ 叙(職FL図;記：碁ﾔj戯:関ijlijijﾃﾞﾌﾞ｝錘’ 煩ＭＩＩ難i1jlH；
製図一尺度一 IＳＺ８３１４ 凶記号通則 JISZ825
製図一投影法一 IＳＺ８３１５ 製図一配管の簡略図示方法一 IＳＢＯＯ１
鐘鞠i/､J歳稲蜜的j;事;項鯛:ツ 溶接記号 IＳＺ３０２
製図一図形の表し方の原則一 IＳＺ８３１６ 歯工|工記号 IＳＢＯ１２

製図一寸法記入方法一 IＳＺ８３１７ 加工方法記号 IＳＢＯ１２

瓢-躍寸HJuWiif樅の禰臘M1記入雄一 IＳＺ８３１８ i班･空班ｼｽﾃﾑ〃鰐-噸訊姻躯一 IＳＢＯ１２
饗iiiの幾'１蒋性仕様一幾'１公差表示方式一 JＩＳＢＯＯ２１ 転がり軸受用量記号 IＳＢＯ１２４
幾何公差のためのデータム JＩＳＢＯＯ２２ 鬮気用図記号 [ＳＣＯ617

製iM)髄IiWW性雌-緬Ni状の脈雄一 JＩＳＢＯＯ３１ 榊内電気設備の配線用図記号 [ＳＣＯ303
蕊蕊鱗と1部；鶴開蕊別!薄の!:i識Ｉ

土木製図通則

ｻﾞ雛:Y辮鞠

｣ｌＵＡＵ｣Ｕ」

計.袋用記号

工程図記号

IＳＺ８２０４

IＳＺ８２０６
建築製図通則 JISAO150 真空装置用図記号 IＳＺ８２０７
機械製図 JISBOOO1 化学プラント用配管図記号 IＳＺ８２０９
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